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Study on THz antenna-coupled microbolometer with a fine meander structure 
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テラヘルツ(THz)センシングの産業、安全、医療・健康などの実利用において、高検出能（低 NEP）の

検出器は必須のデバイスである。しかし、THz 帯において高検出能を実現するには、常温の物体の検知

にも、極低温冷却の高感度検出器を用いる(1)か、ヘテロダイン検出を行う(2)かが必要であった。 我々

は、実利用に重要と考えられる 1THz 帯において，従来の非冷却のマイクロボロメータ、パイロ素子や

CMOS-FET を用いるテラヘルツ検出器よりも高い検出能を実現するため、新しい構造のアンテナ結合マ

イクロボロメータを提案し(3), 電磁界・熱伝導解析によって高性能の実現可能性を示した(4). 

さらに、Si-MEMS のプロセス技術により、ダイポールアンテナに直結するヒータとそれに電気的に絶

縁し熱的に結合したサーミスタの両者に Ti 線を用いた THz アンテナ結合マイクロボロメータを製作し、

評価した(5), (6)。しかし Ti 薄膜とその細線の製作によって、Ti 細線の抵抗温度係数(αT)がバルクの値に

比べ 1/10程度に減少したため、検出器の NEPが、従来レベルの 3×10-10 W/Hz1/2
にとどまった。 

本研究では、より高いαTのサーミスタを実現するため、新たに、安定した物性が期待できる Ptを用い

ることを試みた。Ptは Ti に比べバルクのαTがほぼ同じで、熱伝導率(kT)が 3倍、抵抗率(ρ)が 1/4であり、

線幅を製作可能な 0.1 µmとすると、長さ

を 4倍以上にしなければならない。その

ため、新たにメアンダ細線構造のアンテ

ナ結合マイクロボロメータを提案し、設

計、試作を行った（図 1）。現段階におい

て、Pt線は Ti 線に比べ、線幅に対する減

少の依存性が小さくなっており、THz検

出器の性能向上が期待できる(7)。 
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図 1 1THz帯メアンダ細線テラヘルツアンテナ結合マイク

ロボロメータの構造．  
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